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1はじめに

20万分のl地質図幅「八代及び野母崎の一部Jは，地質調査総合センター及びその前身である

地質調査所が該当地域の地質の編さんに基づき作成している20万分のl地質図幅のlつである本

地域は国土地理院発行の20万分のl地勢図「八代」と「野母崎」東部の地域で，熊本県南部と鹿児

島県北部，宮崎県西部及び長崎県の島原半島南縁部が含まれる本図幅の編さんにあたっては，

野外調査の結果を基ft，公表されてしも各種地質図類，報告書，論文などを参考に作成した. 付
加体とそれを覆う正常堆積物，シルノレ紀 ジュラ紀の正常堆積物，蛇紋岩メランジを斎藤が，臼杵ー

八代情造線以北の変成岩・花闘岩類を宮崎が，白亜紀一古第三紀正常堆積物を利光が，新第三

紀の貫入岩類をj貧崎が，新第三紀以降の火山岩類を宝田・星住・阪口が，新第三紀・第四紀水成

堆積物と活断層を水里子が，鉱床を大野が，重力調査・編集を村田が担当した

本図帽を作成するに当たって，ジュラ紀付加体については西日本技術開発(株)の西園幸久博士，

新潟大学理学部の石田直人博士の協力を得た宍戸地質研究所の宍戸章氏には，白髪岳付近

の未公表資料を提供していただいた熊本大学西山忠男教授，問中均教授、小松俊文准教授に

は、未公表資料を閲覧させていただいた.熊本大学豊原富士夫講師には熊本県地質図に関わる

資料の提供を受けた。また，九州経済産業局資源エネノレギ一環境部鉱業課から鉱床資料の提供を

受けた独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構から九州新幹線の地質資料の提供を受

けたこれらの方々に深く感謝する本図幅に使用した薄片は，地質標本館標本管理・調製チーム

の製作である.

なお，本図幅の説明の記述にあたって， 5万分のl地形図の区画について例えば「砥用」地域のよ

うにrJをつけて表すこととする

2.地質概説

本地域は九州中西部に位置し，地質学的には琉球弧北縁に位置する本地域の地質は日本列島

の縮図と言えるほど，多種多様な地質体が分布し，先新第三系とそれを貫く中新世の深成岩類からな

る基盤岩類とそれらを覆う主に後期中新世以降の火山岩類に大別できる(第l図).

臼杵一八代構造線及び日奈久断層の北西側の基盤岩類は，北部に後期カンブリア紀の氷川|トー

ナル岩，ペルム紀正常堆積物の竜峰山層群， 三畳紀一ジュラ紀の変成年代を持ち周防変成岩類

に対比される高圧低温裂の聞の谷変成岩類，前期白亜紀の肥後深成岩類と低圧高温型の肥後変

成岩類が分布するまた，本地域西部にはオノレド‘ピス紀の大ヶ瀬斑れい岩，後期白亜紀の低圧高

混型の長崎変成岩類がある.天草から本地域北部にかけては白亜紀一古第三紀始新世の正常堆

積物が発達し，前期一後期白亜紀の御所浦層群，御船層群，後期白亜紀 暁新世の姫浦層群，

弥勅層群等の始新統が広く分布する

一方，臼杵ー八代構造線及び日奈久断層の南東側では，“秩父帯"のジュラ紀一前期白亜紀付

加体，“四万十帯"の白亜紀一古第三紀の付加体が発達するこのうちジュラ紀付加体は，“黒瀬川

帯"と呼ばれてきた1)ペルム紀付加体， 2)蛇紋岩メランジとジュラ紀の高圧低温型変成岩， 3)シルル

紀一前期白亜紀正常堆積物からなる地質体により構造的に覆われている(斎藤ほか， 2005)本図

幅ではこの地質体に対して斎藤ほか(2005)に従い“黒瀬川待"の呼称は用いず，上述の3種類の地

質体に区分して記述するまた，付加体が水平に近い地質構造を持ち，分布域が“帯"ではないこと

から，“秩父帯ぺ“四万十帯"の名称は好ましくないが，地質体同定にあたり付加体の形容詞として

やむを得ず用いたーまた本図幅て、は付加体とそれを基盤とする被覆層を区分した石田(2006，

2009)は“秩父帯"の中期一後期ジュラ紀付加体を整合的に積う後期ジュラ紀の堆積物を報告した

本図幅では，“四万十帯"の白斑紀付加体北縁の坂口層も岩相から付加体を覆う堆積物とした.こ

の他，南部の北薩地域で“四万十帯"の白亜紀の付加体を覆うと考えられる地層と南東部の古第

三紀付加体を覆う地層をそれぞれ正常堆積物と認定した.

中期中新世には，紫尾花閥閃緑岩等の花岡岩類や，天草上島の斑状閃緑岩，天草下島西縁の

陶石として採掘されてしも流紋岩岩脈群が貧入した.

後期中新世以降に火成活動が活発になり，中南部では後期中新世一前期更新世の肥薩火山岩

類が基盤岩の凹地を覆って厚く堆積した.肥薩火山岩類は，年代値データ等に基づいて，古期・中

期・新期の3期に区分したまた八代海南部には鮮新世の長島火山岩類が活動した天草下島北

部から島原半島，宇土半島にかけての北西部地域では鮮新世一中期更新世の火山岩類が噴出し，

同時期に口之津層群が厚く堆積した.中期更新t位以降になると，人吉盆地以南では，力日久藤及び
入戸火砕流堆積物が低地を中心に広く堆積し，北東部を阿蘇ー1~4火砕流堆積物が厚く覆った

島原半島では雲仙火山噴出物が堆積し，本図幅南東縁では後期更新世以降の霧島火山の噴出

物が堆積した.

本図幅では，新第三紀以降の火山岩，堆積岩の凡例は時代順に並べ，先新第三系の凡例につ

いては岩相ごとの広域的な対比関係を理解しやすくするため，下位より深成岩類・変成岩類，付加

体及び被覆層，正常堆積物の11慎に並べ，更にその中を時代順に並べた

(斎藤長・宝回普治・手IJ光誠一・水野清秀・宮崎一博・星住英夫)

3.先新第三紀深成岩類，変成岩類

本図幅の先新第三紀深成岩類・変成岩類は松本・勘米良(1964)，斎藤ほか(2005)，高井・佐藤

(1982)に基づいて編さんしたが r八代J，r最地Jの範囲と長崎変成岩類については独自に調査を
行って作成し r砥用」中央部は斎藤ほか(2005)を再調査によって修正したまた，八代海の柴島に
ついては九州地方土木地質図編纂委員会編(1986)に従った.

臼杵ー八代構造線の南側.IJに分布する蛇紋岩メランジとそれに含まれる深成，変成岩類の研究史と

分布域は斎藤ほか(2005)に詳しい蛇紋岩メランジは，ペルム紀付加体，五家荘変成岩類，シルル

紀 白亜紀正常堆積物と共に，ジュラ紀付加体を構造的に覆う.蛇紋岩メランジは，斎藤ほか

(2004)で報告した輝岩や，後述の八代片麻岩類及び八代深成岩(松本'i¥!IJ米良， 1964)，斑れい岩，

五家荘変成岩類，破木変成岩類，更にシルノレ デボン系と考えられる石灰岩や珪長質凝灰岩機

に富む磯岩を岩塊として含む.しかし，蛇紋岩，輝岩の形成年代は明らかでない.

氷川トーナル岩(坂烏ほか， 1999)は臼杵ー八代構造線の北側に沿って分布する.角閃石トーナル

岩~閃緑岩からなるマイロナイト化作用を被り，部分的に暗緑色の苦鉄質片岩様を呈する.肥後

変成作用を被った竜峰山層群とは構造的に援する.貫入国結年代は後期カンブリア紀で，前期白

亜紀と後期白亜紀にマイロナイト化作用が進行したと推定されている(坂島ほか， 1999) 

大ヶ瀬斑れい岩αE部・犠見， 1976の大ガ瀬はんれい岩複合岩体)は天恵下島酋方の大ヶ瀬に分
布する角閃石斑れい岩~閃緑岩からなり，一部で，斑れい岩は角閃岩の岩片を包有する.低度の

変成作用を被る.野母半島西海岸に分布するオルドビス紀の斑れい岩類(猪木・柴田ほか， 1976a， 

1976b)と岩質が類似する(服部・磁見， 1976)ことからこれらを同等とみなした.

八代片麻岩類(松本・勘米良， 1964の八代片麻岩)は角閃岩類，片麻岩類からなり，主に「日奈久」

地域から「頭地J地域にかけて点在する.八代花筒岩類(大町，1938の八代花関岩)は，花関閃緑岩，

花岡岩と，花筒岩カタクレーサイトなどからなり，ペノレム系正常堆積物にしばしば不整合で、覆われる

松本・勘米良(1964)の斜長石ヒン岩・斑岩は八代片麻浩中に分布し， 一部圧砕を受けているとされ

ることから，花開岩カタクレーサイトと同じ凡例にまとめた八代片麻岩類は四国の寺野変成岩類に

相当し，八代花闘岩類は九州中部の鞍岡火成岩，四国の三滝火成岩類に相当する.両者と斑れ

い岩は400Ma前後のK-Ar鉱物年代が知られている(梅岡ほか， 1986;斎藤ほか， 2005など)

聞の谷変成岩類(Yamamoto，1962)は北縁部に分布し，泥質片岩，苦鉄質片岩，塊状変成玄武岩，

蛇紋岩からなる後期三畳紀から前期ジュラ紀(永川ほか， 1997)に，パンペリー石アクチノ閃石亜相

高圧部の低温高圧型変成作用を被る(唐木田ほか， 1989)ことから，周防変成岩に対比できる.本変

成岩の一部は，重複して前期白亜紀に緑色片岩相程度の高温低圧型変成作用を被る伐く川ほか， 1997)

また，聞の谷変成岩類と岩相・変成年代が類似する「砥用」地域の五家荘変成岩類(斎藤ほか， 2005 

の五家荘変成岩)は「日奈久」地域の破木変成岩類(大島， 1979)の東方延長で，ジュラ紀の変成年

代(西園， 1996;斎藤ほか，2005)を持ち，蛇紋岩メランジの岩塊としてもしばしば認、められるひすい

輝石を含む変斑れい岩(斎藤・宮崎， 2006)，オンファス輝石を含む変成岩(唐木田・植田， 1983)もこ

れに含めた変成玄武岩には，変形が乏しく枕状構造を示すものもあり(斎藤・宮崎，2006)，露頭で

はジュラ紀付加体中の玄武岩と区別が難しいものもあるが，藍閃石，ローソン石の産出で区別できる

肥後変成岩類(Yamamoto，1962)は本地域北東部から天草上島の龍ヶ岳及び樋島付近にかけ分

布する.変成泥岩及び砂岩，結晶質石灰岩，変成苦鉄質岩及び変成超苦鉄質岩からなる.緑色片

岩相からグ、ラニュライトキ目にいたる高温低圧型の変成作用を被り，黒雲母帯，カリ長石珪線石帯，ざ

くろ石董青石帯，斜方輝石帯に分帯できる(Miyazaki，2004; Obata， 1994).変成度は見かけの構造

の下位へ向かって高くなる.変成年代は前期白亜紀の約115Maで、あると考えられる(Sakashimaet 
α1， 2003; Dunkley etα1，2008). 
肥後深成岩類(Yamamoto，1962)は肥後変成岩類の南側に分布し，肥後変成岩類及び竜峰山層

群に貫入する.宮の原トーナノレ岩，白石野花岡閃緑岩，万坂トーナル岩に区分され，それぞれ黒雲

母角閃石トーナル岩~花関閃緑岩，角閃石黒雲母花関閃緑岩，黒雲母花関閃緑岩及び角関石石

英閃緑岩からなり，少量の角関石斑れい岩及び優白質花関岩を伴う.黒雲母角閃石トーナル岩の

一部は片麻状構造を示す.トーナル岩の貫入年代は前期白亜紀とされる(Sakashimaetα1.，2003) 
天草下島西海岸と西彼杵半島及び野母半島には，後期白亜紀の長崎変成岩類(橘， 1955)が分

布する.泥質片岩，珪質片岩，苦鉄質片岩からなる結品片岩ユニットと，ざくろ石角閃岩及び角閃

岩からなる角閃岩ユニットからなる.天草下島南西の中瀬及び沖の瀬に分布する変成斑れい岩(高

井・佐藤， 1982)も岩相の類似性より長崎変成岩類の角閃岩ユニットに対比した.結品片岩ユニット

は緑れん石青色片岩亜相~アルバイト緑れん石角閃岩亜相の低温高圧型変成作用を被り，角閃

岩ユニットは高圧グラニュライトキ目に達する変成作用を被る(Ikedaetα1.， 2005).角閃岩ユニットは結
品片岩ユニットの構造的上位に位置し，マイロナイト化作用を被る.結品片岩ユニットの変成年代は

後期白亜紀を示す(植臼・大賞， 1968;植即日ヘ 1977). (宮崎一博・斎藤民)

4付加体，海溝斜面堆積物，付加体を覆う堆積物

本図幅では，メランジや整然とした地層が衝上断層で繰り返す整然相からなる付加体本体と，海

溝斜面堆積物と考えられている宮国層，軍最層，坂口層，また付加{本を覆うと考えられる器畠層か

らなる.

ペノレム紀付加体はほぼ「砥用J地域内に分布するため，斎藤ほカ判2005)に基づいて地質図を作成した

“秩父帯"のジュラ紀一前期白亜紀付加体は，斎藤ほか(2005)，斎藤ほか(1996)の地質体区分に

基づき，斎藤ほか(2005)，松本・勘米良(1964)，西圏(1996)，石田(2006，2009)の地質図を用いて作

成した.それら以外の部分については，独自に地質調査を行い，豊原ほか(1990)，豊原ほか(1988)

も参考にして作成した.“秩父帯"のジュラ紀一前期白亜紀付加体のうち，前期ジュラ紀付加休では

構造的上位の高岳ユニットが整然相，構造的下位の小田尾，走水，与奈久ユニット及び相当層がメ

ランジ，中期 後期ジュラ紀の仁田尾及び縦木ユニットは整然相，後期ジュラ紀一前期白亜紀の尾

前ユニット(し、わゆる狭義の“三宝山帯")がメランジである.

石田(2006，2009)に示された中期一後期ジュラ紀付加体中に分布する海溝斜面堆積物(宮園層，

綴瀬層)には，松本 . ~訪米良(1 964)に示された変形の弱い泥岩を含めた仏像構造線の南側に沿っ

て分布する坂口j習はこれらと同様の成因を持つ堆積物と考えられている(西圏， 1996). 

“秩父帯"のジュラ紀一前期白亜紀付加体と“四万十帯"の白亜紀付加体の境界をなす仏像構造

線は r稚葉村J地域で高角北西傾斜(斎藤ほか， 1996)だが，本地域東部では上盤の石灰岩の分
布や吉村(1969)の久連子鉱山の地質図から緩い北西傾斜と判断した

“四万十帯"の白亜紀及び古第三紀付加体と被覆層については，被積層と考えられる部分を除

いて斎藤ほか(1996)の地質体区分に基づき原ほか(2009)の知見も加えて区分し，被覆層と考えられ

る部分は凡例を5JIJにした人吉盆地の北西側の白亜系については橋本(1955)，南部の北薩地域の

白亜系は米自・岩松(1987)，人吉盆地の南側lの白髪岳周辺の白亜系・古第三系については宮崎県
(1989)， Murata(1987a)， Osozawa(1992)の岩本目及び時代区分を参考に，特に北薩地域，人吉盆地

の北側及び南側lの延岡構造線付近を中心に新たに地質調査を行って地質図を作成した.また水
俣市南西部では，中海ほか(2004)も用いたこの他の地質図として北薩地域では橋本(1962a)，

Murata(1987b)，白髪岳周辺では，田中・長谷(2000)，自池・遠藤(1997)がある.

“四万十帯"に分布する地層群は諸塚層群と呼ばれ，構造的上位の佐伯亜層群(前期一後期白

亜紀の前期)と一般に片状構造が発達する下位の務江亜層群(後期白亜紀)に区分されてきた一方，

本地域では，前出の坂口層と後述の柊野層が付加体を覆う堆積物と考えられることから，同亜層鮮

と凡例を別にしたなお南東部の吉牟回付近に分布する蒲江亜層群相当層は片状構造が乏しい

上福良衝上断層(銚子笠ユニットと下位の不土野ユニットとの境界，斎藤ほか， 1996)の上盤には玄

武岩類・チャートを含むメランジが発達し，有力な鍵層として北薩地域まで追跡できる

諸塚層群と下盤の日向層群の境界をなす延岡構造線は，人吉盆地の北側ではほぼ水平な断層

として追跡でき，南側IJの白髪岳周辺でも水平~緩く西に傾く断層である，人吉盆地の北側では東西

性のほぼ鉛直の断層で南側が相対的に沈降し，付加体の分布に大きな変位を与えている.

北薩地域の柊里子層は，北西側に高角断層を介して分布する白亜紀付加体が立武岩類，赤色f尼
岩を含むのに対し，砂岩が卓越し，後期白亜紀コニアシアン期の放散虫化石を産し(米国・岩松， 1987)，

九州の“四万十帯"の後期白亜紀付加体に特徴的な片状構造を示さない.i護摩半島南部では，知
覧層(コニアシアン期ーサントニアン期)が下位の佐伯亜層群相当層(高崎山累層)より新しく構造的

上位の方が古い付加体の一般則から外れること，高崎山累層が玄武岩類，赤色泥岩を含むのに対

し，知覧層は玄武岩，赤色泥岩等を含まず，片状構造も示さず， 一部に大型化石を含むことから，

川辺ほか(2005)は知覧層を付加体を覆う正常堆積物とし，四国の宇和島層群に対比した.本図中高

では柊野層を知覧層に対比される付加体を覆う堆積物とした

“四万十帯"の古第三紀付加体は日向層群と呼ばれ，延岡構造線の下盤のメランジ(神門ユニット)

と泥岩優勢の整然相からなる白髪岳周辺で神門ユニットは200m以上の層厚があるが，人吉盆地

の北側では薄く，分布を欠く部分もある.南東部の白髪岳北方ではOsozawa(1992)が始新統一下部

漸新統の中に下部中新統の分布を示し，海溝斜面堆積物と考えている.この地層は原ほか(2009)

に示された黒色泥岩の延長と考えられ，本図幅では正常堆積物とし，日向層群と区別したこの付

近では田村・原因(1971)が貝化石も報告しているが，母岩が正常堆積物かは不明である.

橋本(1962a，b)は北薩の屈曲，寺岡ほか(1981)は北西一南東方向の左横ずれ断層(加久藤一高崎線)

とそれに伴う人吉屈曲，野尻屈曲を提唱し， Murata(l987a)，米田・岩松(1987)は北薩地域の地質の

調査， Murata(1987b)は人吉盆地を挟む地域の地質の検討を行って屈曲構造に言及したしかし北

薩地域では出水断層帯やその北側に推定される阿久根カルデラを，人吉盆地ではこの構造盆地を

形成した断層を考慮せず，そのまま地層が連続することを前提に屈曲を考えており，再検討が必要

である.北薩地域では米国・岩松(1987)が高尾野南方の南北走向の玄武岩類を北東走向の珪長質

凝灰岩と同等と見なして屈曲のひとつの根拠にしているが，本図幅の調査によって玄武岩類に富む

メランジの下限には西方に20~30.傾く衝上断層(上福良衝上断層斎藤ほか， 1996の延長)が確認

され，その上皇室が南北走向，下盤が北西走向となっていること，上盤の玄武岩類は出水断層帯の北

側lに連続し珪長質凝灰岩とは異質なことから，彼らの言う屈曲の根拠とはならない本地域南東部
では延岡構造線が水平に近い構造を持ち，かっ本地域南部で北西方向に伸びる肥i篠火山岩類分
布域や人吉盆地で基盤の標高が周囲よりかなり低くなっていることを考えれば，垂直方向の変伎に

よって分布域の変位が見えている可能性が高い九州全体で見たときの付加体の走向の変化は，

より広域的な検討を要する(斎藤長)



5.シルル紀一ジ ュラ紀正常堆積物

先白直系正常堆積物は，主に「砥用J，r日奈久」地域に分布するため，それらの分布は松本・勘
米良(1964)及び斎藤ほか(2005)に従った r八代」地域の南東部 r頭地」地域の北西部については，
地質調査を行って作成した

シノレルーデボン系は臼杵一八代構造線の南11111の蛇紋岩メランジの構造的上位に向斜構造をなし

て分布する(斎藤ほか，2005)後期シルル紀一前期デボン紀の洞が岳届(斎藤ほか， 2005)，祇園山

層(斎藤・神戸， 1954)は層状珪長質凝灰岩に富む.深水層もほぼ同様の岩相である(松本・勘米良，

1964)洞が岳層では近年放散虫生層序も検討されている(栗原，2009)後期デボン紀の内大臣

層(Miyamotoand Tanimoto， 1993)，山出層(斎藤ほか，2005)は主に泥岩，砂岩からなり一部に石灰

岩，磯岩を含むともにシダ績物化石が知られている(Kimuraet弘， 1986;斎藤ほか，2003)石灰
岩と砕屑岩からなる石炭紀の柿迫層(Kanmera，1952; 宮本ほか， 1985b再定義)，黒谷層(村田，

1992)も蛇紋岩とともに分布する.

ペノレム系竜峰山層群(野田， 1962)は臼杵八代構造線の北側に沿って細長く分布し， 主に石灰

岩，i尼岩，砂岩からなり，珪長質及び苦鉄質火山砕屑岩を含む.ラテライト質岩や石灰岩を挟む岩
相から，受動的大陸縁辺部もしくは島弧縁辺部で堆積した地層であると推定されている(坂島ほか，

1999).一部は肥後変成作用とほぼ同じ前期白亜紀末(100Ma前後:坂島ほか， 1999)の緑色片岩相

~角閃岩相の高温低圧型の変成作用を被り，高温部で、黒雲母幣が識別できる(Miyazaki，2004).石

灰婦の堆積年代は前期ー中期ペルム紀と推定される(松本・戸次， 1949;村田ほか， 1981). 

臼杵一八代構造線の南側lのペノレムージュラ系は大局的には向斜構造をなして分布し(松本・砂j米
良， 1952;斎藤ほか，2005)，前期白亜紀の中九州層群に覆われる.ペルム系は石灰角磯岩を含む

砕屑岩からなる八代花岡岩類，八代片麻岩類，蛇紋岩を不整合で覆う(松本・勘米良， 1964;有岡

ほか，2001など)従来中期ペルム紀と考えられた小崎層(勘米良， 1961)の年代が放散虫化石か

らペルム紀全体に及ぶことが明らかになり(有国ほか， 2001)，前期ペルム紀の鶴の木場層(宮本，

1997)や後期ペノレム紀の球磨層(松本・勘米良， 1952)も小崎層に対比されることになった.このため

ペルム系は一括した 三笠系はそノチスを産する石灰質の砕屑岩で，方解石脈に富み風化に弱い

ため，緩い地形をなす r頭地J地域では下部ジュラ系平沢津谷層に整合で額われる(石田， 2007) 
また，最も南側lの三畳系は「頭地J地域から「日奈久」地域を通り「教良木」地域南東部にかけて“秩
父帯"の前期ジュラ紀付加体中に翁I頃く分布し，一部に蛇紋岩(ないし変成玄武岩)を伴う(松本・砂J

米良， 1964).ジュラ系は「砥用J地域から「八代」地域の河俣層群(宮本ほか， 2001など)と「日奈久」

地域の葦北層群(太田・坂井， 2003)があり，主に砂岩，泥岩からなり，石灰岩，珪長質凝灰岩を伴う

八代海沿岸の田浦周辺では，太田・坂井(2003)は従来ペルム系小崎層ないし三畳系田浦層の根

拠とされた化石が二次化石であることを示し， 小崎層ないし田浦層とされていた地層の一部をジュラ

系とし層序を再編したこのため，本図幅では松本・勘米良(1964)で示された小崎層のうち，太田・

坂井(2003)で示された部分とその東方で松本・WJ米良(1964)で石灰岩などの岩体が示されていて岩
屑流堆積物と推定できる部分をジュラ系としたなお，中九州層群(田中， 2005)とされた黒崎層はジ

ュラ系の葦北層群(太田・坂井，2003)に含めた(斎藤撰・利光誠一・宮崎一博)

6.白亜紀，古第三紀正常堆積物

6.1臼杵一八代構造線以南の白亜紀正常堆積物(第2図)
臼杵一八代構造線以南には，田代・池田(1987)以来，四国の物部川層群相当層と，それとは岩相・

化石相の異なる“先外和泉層税"(=中九州層群.問中， 2005)の2つの前期白亜紀の地層群が隣接

して分布するとされる.本図幅では，これらについて熊本県地質図編纂委員会編(2008)を参考に「日

奈久」及び「砥用」地域とその隣接地域の実地調査に加え，田代ほか(1994)，村上(1996)，問中ほか

(1998a， 1998b， 2005， 2008)，宮本ほか(2000)や柏木ほか(2002)の踏査図・地質図を基に地層の分

布をおさえて取りまとめた両層群とも，浅海~汽水生の軟体動物化石が産出し、まれに放散虫や

有孔虫の報告もある

6.2臼杵一八代構造線以北の白亜紀正常堆積物(第2図)
臼杵寸L代構造線以北では，天草諸島から熊本市周辺にかけて白亜紀中期 後期の正常堆積

物が分布する獅子島の白亜系については庚瀬(2005)，御所浦島についてはKomatsuand Maeda 

(2005)の最近の成果を基に複数の紫層を束ねて取りまとめた.宇城市以東の御船層群の分布につ

いては田村・田代(1966)，Tamura(1979)を参考に，天草上島及び下島を中心とする姫浦層鮮の分

布については田代・大塚(1979)，高対ーほか(1997)，大塚(2001編)を参考にして分布をまとめたまた，

編さんに際して，獅子島では山本・速水(1971)，間代・松田(1984)を， 御所浦島では松本(1938)，塚

脇(1995)，田代(2004)を，天草下島周辺では波多江(1960)，高井・佐藤(1982)，山口ほか(2008)を，

天草上島から宇土半島にかけては植田・古川1(1960)，Tashiro(1976)，田代ほか(1986)，大縁・回代

(2005)を参考に分布を修正したしかし姫浦層群に関しては，Tashiro etαl. (1980)に示されるような
上方粗粒化サイクノレに着目した累層区分の見直しが必要であるなお，天草下島東部の深水地区

からサントニアン期の有孔虫の報告(山口ほか， 2008)と，アンモナイトPolyptychocerlω(つ)spの産

出により，この地域の庖序区分の見直しが必要なため， 一部未区分としたこれらの白亜系からは豊

富な軟体動物化石と共に，脊椎動物化石の報告も相次いでしも(菊池ほか，2001;池上・大谷，

2006;菊池・康瀬， 2005など)

6.3古第三 紀の堆積岩(第3図)
本地域には海成から非海成の古第三紀始新世の堆積岩が分布し，石炭が挟在することから天草

炭田地域として古くから詳しい層序の研究がなされている.長尾(1926)により，下位から弥鞠層群，

本渡層群，坂瀬川庖群に区分され，層序の大枠が示されたが，松下(1949)や波多江(1959)は，それ

ぞれ別の層序区分を示した本図幅では，天草諸島の地質図をまとめた大塚(2001編)の地質図を

基にして，高井ほか(1997)，山口ほか(2008)の成果や宇土半島を主とする井上(1962)の成果も取り

入れて編さんしたなお，上記の3つの層群問には不整合が認められないため層群区分の見直しが

必要である

弥鞠庖群から大型有孔虫Nummlitesや浅海生の員類，陸穫の11甫乳類の化石(Miyata，2007)が

報告されている本波層群の教良木層から海生の貝類化石，砥石居から汽水生の貝類化石や石炭

層が報告されている.坂瀬川層群から海生の貝類や有孔虫化石が産出する(高井・佐藤， 1982など)

島原半島南部の古第三系は，浦田(1959)により逆瀬川層群の中~上部に対比されている天草下

島の古第三系からは石灰質ナノ化石も産出しており国際対比に利用されている(Okada，1992) 

(利光誠一)

7.中新世貫入岩類

本図幅南縁と，天草上島から下島にかけて，中期 後期中新世の花関岩類と，苦鉄質から珪長

質まで多岐にわたる岩株・岩床・岩脈が分布する.天草上島の:l}器付近の分布は豊原・長谷(1992)

を参考に現地調査に基づき作成した天車下島西岸の岩脈については高橋(1965)，上野(1952)，

高井ほか(1997)を基に，補足調査を行い作成した地質図では岩脈の幅あるいは岩床の厚さでお

およそ5m以上のものを記した.また，本図幅南縁部の紫尾花筒閃緑岩(大庭， 1957)については露

木(1979)を基に補足調査を行い作成した

[花開岩類]天草上島の善説付近には細粒(一部中粒)角閃石黒雲母花閥閃緑岩が分布し，周

囲に約0.5km帽の接触変成作用を及ぼしている 14.6Maの黒雲母K-Ar年代を示し， 1タイプ，チタン

鉄鉱系列に属する(語宮崎，1996， 1997)同下島西岸の富岡半島には細粒角閃石黒雲母花開閃緑

岩が分布し，周囲に幅約0 . 5~1kmの後触変成作用を与えている柴田・富樫(1975)は19 . 0MaのK

Al年代を示した.本図幡南縁部の紫尾花関閃緑岩(大庭， 1957;山本ほか，1988)は，やや斑状の

中粒角閃石黒雲母花闘閃緑岩で，同岩体の周縁相(平八重型)に相当する.捕獲岩を含み，正長

石の巨斑晶を含むことがある周囲に1~2km幅の接触変成作用(藍育石帯， 黒雲母帯)を与えてい

る.Miyachi(1 985)は 1 2.3~ 1 2.7Maのフィッション ・ トラック年代を報告した.

[岩床・岩脈類]天草上島では，斑状閃緑宕の岩床が非常に多く，大島子付近に斑状角閃石閃

緑岩の岩床が，倉岳には斑状角閃石閃緑岩・斑状黒雲母角閃石閃緑岩・細粒閃緑岩及び局所的

に細粒の花筒閃緑岩の岩床が分布する倉岳では岩床の厚さが100mを超えるものがあり，語宮崎

(1996)は16.7Maの全岩lくーAr年代を報告したまた細粒関緑岩は岩床(一部岩j派として)島原湾側の

海岸に数多く分布し，J享さ1m以下から15m以上まで多様である.下島では，南部の牛深市周辺に苦

鉄質貨入岩が多く分布し，二浦の高マグネシア安山岩から14.2Ma，下須島や権現山の輝石かんら

ん石玄武岩から1O~7Maのlく Ar年代が報告されている(永尾ほか， 1992)下島北部の通詞島周辺

の海岸には~lli 1m以下~15mの納粒閃緑岩岩脈及び岩床が多い.八代東方の下部白亜系に発達

する岩脈(松本・勘米良， 1964)も，岩相の違いによってこれらの岩床・岩脈類に区分した

[変質流紋岩]大矢野島，天草下島西岸，下島南東部(深海)には不規則ないし岩脈状の流紋

岩が分布し 熱水変質を被っている.下島西岸の変質流紋岩岩!脈は最大幅25m，最大延長7km1こ

及ぶ.カオリナイト・イライトなどの粘土鉱物が生成されたものは陶石鉱床をなす.下島西岸(高浜)の

変質流紋岩のイライトから13.3MaのK-Ar年代(柴田・富樫， 1975)が報告されていることから，岩脈の

貫入は14Ma前後と推定される (語宮崎聡志)

8後期中新世以降の火山岩類・堆積岩類(第4図)

8.1.後期中新世一鮮新世火山岩類
本図幅地域に分布する後期中新世 前期鮮新世の火山岩類は， 古期Jli~権火山岩類， 革路玄武
岩，三高火山岩類からなる.後期鮮新世の火山岩類は，長島火山岩類及び中郊Jn巴薩火山岩類か
らなる.これら火山岩類の分布は，熊本県地質図編纂委員会編(2008)，長谷(1987)，山本(1960)，

豊原ほか(1988)，豊原・長谷(1992)，豊原ほか(1990)，露木(1977)，自草木(1979)，永尾ほか(1995)，横

瀬ほか(1998)，長峰ほか(1995)，高井・佐藤(1982)，長谷ほか(1984)，宮地(1980)，鹿児島県地質図

編集委員会(1990)，渡辺(1989)，Watanabe et似(1994)，新エネルギー・産業技術総合開発機構
(1991)， 鎌田(1977)等の文献資料及び現地調査結果に基づいて編さんした.

古馴巴薩火山岩類(新称，約7.6~3.9M心は ，tw.安山岩，平困層，赤崎安山岩，津奈木安山岩か
らなる.袋安山岩(7.6Ma，K-Ar:永尾ほか， 1999)は，袋付近に分布する安山岩火砕岩及び熔岩で

ある.平困層は，津奈木町に分布する火山磯凝灰岩p凝灰岩及びシノレト庖である(山本， 1960;長

谷，1987).赤崎安山岩は，津奈木周辺に分布する輝石安山岩及び火砕岩である(長谷，1987).津

奈木安山岩(3.9Ma，1く-Ar長谷ほか，1991)は津奈木付近に分布する角閃石安山岩溶岩及び火砕

岩である早崎玄武岩は，島原半島南端部にある玄武岩溶岩でし、くつかの火砕丘を伴う 三角火

山岩類(4 .2~3.3Ma， FT:渡辺，1989) (3.4Ma， K-Ar松本ほか，準備中)は，宇土半島先端の三角

岳と大矢野島などに分布する(渡辺， 1989). 

長島火山岩類例3.3~2 . 5M心は， 向A品l火砕流堆積物，鴇晶鼻火砕流堆積物，阿久枝2火砕
流堆積物，義乏議声安山岩，非畠層，宮之浦層， 小浜安山岩及び相当庖，符丈島安山岩及び相

当層からなる(分布は，高井・佐藤， 1982;長谷ほか，1984等に基づく).阿久根l火砕流堆積物は，

出水，阿久根，牛深，本渡周辺に分布する暗灰色の強溶結火砕流堆積物である(宮地， 1972， 

1980， 1987).鳴瀬鼻火砕流堆積物(3.2Ma，FT:長谷ほか，1984)は，長島の桟敷瀬に分布する

溶結火砕流堆積物(高升 ・佐藤， 1982)である.阿久根2火砕流堆積物は，出水，阿久根， 本渡，口

之津付近に分布する赤色~赤灰色の強溶結火砕流堆積物である(宮地， 1972， 1980， 1987)今

回，牛深に分布する阿久根l火砕流堆積物から， 3.4土0.3MaのFT年代値が得られた.磁気層序や

広域火山灰対比から，阿久根1が3.3Ma，阿久根2が3.0Maの噴出と推定される(鳥井・尾間， 2001; 

水野ほか，2009)本図幡では，(1)阿久枝l火砕流堆積物と阿久枝2火砕流堆積物が広域に対比で

きること， (2)阿久根，出水南部，牛

深など周辺域に比較的厚い阿久tR
1，2火砕流堆積物が分布すること，

(3)負の重力異常がこの地域に見られ

ること， (4)出水平野内のボーリング

データから基盤高度が深度500m以上

回 と深く，凹地形の存在が推定されるこ
P2 ! と(西山ほか， 1995)などから，阿久根・

古II I i-----------j--+=町田町 ! 出水・長島付近に阿久恨lもしくは阿
第|仙l<bl I 本渡日苧旦l川 |久根2火砕流の給源があると考えた1;1中I"̂ I ~~ _. . I層群同亘末配 | 
紀|世|期IPG 1 I高島階 ! 円良一円 I (“阿久根カルデラ"第l図，宝田ほか，

I 2009).横瀬ほか(1998)でも，同様に
Pla 

目 八代海南端付近に約3Maのカルデラ

が存在した可能性を指摘しているが，

本図幅とはやや位置が異なる黒瀬

戸安山岩は，長島南部及び周辺地域

に分布する郷石安山岩である(長谷ほ

か， 1984)茅屋庖は長島茅屋付近に



分布する角閃石輝石デイサイト凝灰岩である(高井・佐藤， 1982).宮之浦層は，長島及び牛深周辺

に分布する火山角磯岩，火山磯凝灰岩である(高井・佐藤， 1982;長谷ほか， 1984).小浜安山岩

は，長島に分布する輝石安山岩溶岩及び火砕岩である(高井・佐藤， 1982)行人岳安山岩(2.5Ma，

K-Ar:長谷ほか， 1984)は，長島に分布する輝石角閃石安山岩である笠山，阿久枝周辺の火山

岩類については，年代層序については明らかではないが，下位の輝石安山岩を小浜安山岩に，上

位の角閃石を含むものを行人岳安山岩に含めた
村刷し ゅで "b ・同時

中期肥薩火山岩類(新称、，約3.2~ 1.8Ma)は，頭石火砕流堆積物，湯出川火砕流堆積物，湯浦

安山岩，オ情品安山岩及び相当層，山野流紋岩及び大口流紋岩，境川安山岩，大関山安山岩，矢

筈岳安山岩及び蒐器安山岩，木浦山デイサイト，平出水玄武岩及び相当層，麓首器安山岩及び

相当煩からなる.頭石火砕流堆積物(3.1::!:O.5Ma，FT 新出値)は，水俣市南東部の頭石付近に分

布する輝石デイサイト溶結凝灰岩である湯出川火砕流堆積物(2.0Ma，FT長谷ほか， 1991)は，水

俣市南東部の湯出川及び水俣川周辺に分布する輝石デイサイト火砕流堆積物であり，再堆積物を

伴う湯浦安山岩(2.5Ma，FT 熊本県地質図編纂委員会編， 2008)は，佐敷南の湯繍周辺に分布

する角閃石安山岩溶岩であり，岩頚状の貫入岩体である可能性が高い，布計安山岩(2.6Ma，K-

Ar鳥井ほか， 1999)(3 . 2~3.0Ma， FT:渡辺ほか， 1989; Watanabe etω.， 1994)は，水俣からえびの
付近にかけて広く分布し，溶岩，火砕流堆積物，土石流堆積物等の厚い累重からなる本図幅では，

人吉付近の人吉層下部(田村ほか， 1962)，加久藤周辺のえびの層群(長谷ほか， 1972;長谷， 1987) 

を相当層として含めた.山里子流紋岩及び大口流紋岩(3.2Ma，2.3Ma， FT: Watanabe etαl.， 1994) 

(2.2~ 1.9Ma， FT:宮地・高井， 1990)は，大口周辺に分布する黒雲母流紋岩溶岩である境川安山
岩(山本， 1960の境川|凝灰角磯岩を改称)は，火山角磯岩を主体とする火山角磯岩等からなる(長峰

ほか， 1995)年代値は得られてないが，後述の矢筈岳安山岩と共に火山体を構成していると見られ

る大関山安山岩(新称)(2.2Ma，K-Ar:横瀬ほか， 1998;永尾ほか， 1999)は，水俣，佐敷，大口，人

吉，加久藤付近に広く分布する輝石安山岩であり，“肥薩洪水安山岩"(永尾ほか， 1995， 1999;熊

本県地質図編纂委員会編， 2008)にあたる.矢筈岳安山岩及び鬼岳安山岩(2.1~2 . 0Ma， KーAr横

瀬ほか， 1998)は，水俣市南方に分布する輝石安山岩溶岩である(山本， 1960;長峰ほか， 1995) 

木浦山デイサイト(2.2Ma，FT:長谷ほか， 1991)は，人吉南方に分布する角閃石デイサイト溶岩であ

る平出水玄武岩及び相当局は，大口西部及び湯浦・中皇佐敷周辺地域に分布するかんらん石輝

石玄武岩溶岩である(熊本県地質図編纂委員会編，2008).鹿目滝安山岩及び相当層(1.8Ma，

1.4Ma， FT宮地， 1996)は，人吉西方の鹿目滝，人吉南部及び津奈木周辺に分布する輝石安山岩

溶岩である (宝田晋治・星住英夫)

8.2.第四紀火山岩類
本図幅地域に分布する第四紀の火山岩類は，前期更新世の大岳火山，新期JlE薩火山岩類，中

期一後期更新世の火砕流堆積物(樋脇，小林，加久藤，阿蘇 1~4，阿多 ， 入戸火砕流堆積物)，
中期一後期更新世の塔ノ坂安山岩， 雲仙火山，霧島火山からなる.これらの火山岩類の分布は，

熊本県地質図編纂委員会編(2008)，長谷(1987)，山本(1960)，豊原ほか(1988)，笠原ほか(1990)，

露木(1977)，露木(1979)，長峰ほか(1995)，鹿児島県地質図編集委員会(1990)，Watanabe etω 
(1994)，新エネノレギー・産業技術総合開発機構(1991)，渡辺(1985)，鎌悶(1977)，井村・小林(2001)

等の文献資料及び現地調査結果に基づいて編さんした

8.2.1前期更新世火山岩類
大岳火山(1.5~ 1.4Ma， K-Ar 松本ほか，準備中)は，宇土半島の大岳を山頂とする安山岩溶岩

及び火砕岩からなる火山である南側山麓から山頂にかけて輝石安山岩溶岩，角閃石安山岩溶岩，

輝石安山岩溶岩の順に重なる(豊原ほか， 1986)火山体を取り巻くように火砕流堆積物や土石流堆

積物からなる火山麓扇状地があり，南海岸では岩屑なだれ堆積物も認められる.
&~~ l.t;， 1:'>11' 

新期肥薩火山岩類(新称， 約1.8~0 . 6Ma)は，山田川安山岩及び相当局，九七峠流紋岩及び相
んぽ 憎げやま

当層，高塚山安山岩及び高野西安山岩，招川内安山岩，禿山デイサイト及び相当局，大畑大野安

山岩からなる.山田川安山岩及び相当庖(1.8~0.6Ma， K-Ar:新エネノレギー・産業技術総合開発機

構， 1991)(l.1Ma， FT: Taguchi etαl.， 1983)は，大口，えびの，人吉周辺に分布する輝石安山岩溶
岩及び火砕岩である九七峠流紋岩及び相当層(1.5Ma，FT: Watanabe etαι， 1994)(1.6Ma， FT 
1. 3~ 1.0Ma， K-Ar:新エネノレギー・産業技術総合開発機構， 1991)は，大口北東部の峠付近に分布

する角閃石黒雲母流紋岩溶岩である(熊本県地質図編纂委員会編， 2008).高塚山安山岩及び高

野西安山岩は，人吉南部の高塚山及びえびの北部の峠付近に分布する輝石安山岩である(熊本

県地質図編纂委員会編， 2008).招川内安山岩(1.2Ma，K-Ar永尾ほか， 1999)は，出水東方に分

布する輝石安山岩である(長峰ほか，1995;熊本県地質図編纂委員会編， 2008).禿山デイサイト及

び相当層(0 .8~0.7Ma ， K-Ar:新エネルギー・産業技術総合開発機構， 1991)は，人吉南部及び大

口南東部に分布する角閃石デイサイト溶岩である大畑大野安山岩は，人吉南部の大畑付近に分

布する角閃石安山岩である(熊本県地質図編纂委員会編， 2∞8)
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8.2.2中一後期更新世の火砕流堆積物
中一後期更新世の火砕流堆積物は，品蕗火砕流堆積物，小林火砕流堆積物，五Ò'^~主火砕流堆
積物，阿蘇 l及び阿蘇 2火砕流堆積物，阿蘇 3火砕流堆1漬物，阿多火砕流堆積物，阿蘇-4火砕流
堆積物，入戸火砕流堆積物からなる

樋脇火砕流堆積物(570~580ka: 町田 ・新井， 2003)は，大口南東部，人吉南部付近に分布し，角

閃石輝石流紋岩火砕流堆積物からなる小林火砕流堆積物(520~530ka 町田・新井， 2003)は，小

林北部，人吉東部，大口西部付近に分布し，角閃石黒雲母デイサイト火砕流堆積物からなる(長峰，

1987)小林火砕流の給源、は，重力異常から図幅南東端付近に存在すると考えられ，重力異常図を

元に構造的なカノレデ、ラの位置を推定した(第l図).加久藤火砕流堆積物(330~340ka: 町田・新井，

1993)は，加久藤，人吉，大口，出水東部，砥用南西部付近に分布し，角閃石含有輝石流紋岩火砕

流堆積物からなる(荒牧・字井， 1976;宮地， 1987).噴出源の加久藤カノレデ、ラは，東西約16kmのカ

ルデラであり，本図幅で、は地形的カルテ‘ラ縁の位置を示した本図幅地域北東方に位置する阿蘇

カルデ、ラから27万年前以降， 4回の大規模火砕流が噴出した(小野ほか， 1977;松本ほか， 1991).こ

のうち阿蘇-4火砕流(90ka)が，最も途方まで流走し島原半島や人吉盆地に達する阿蘇-3火砕流

堆積物(120ka)は緑川流域なと1こ，阿蘇-2火砕流堆積物(l40ka)，阿蘇 l火砕流堆積物(270ka)は

本地域北東端に分布する.阿多火砕流堆積物(105~ 1l 0ka: 松本・宇井， 1997)は，人吉周辺に分

布する輝石デイサイト非溶結火砕流堆積物である(渡辺， 1985).加久藤層群中に阿多火砕流堆積

物の再堆積層(池牟礼層)が見られる入戸火砕流堆積物(29ka:町田・新井， 2003)は，図幅南部に

広く分布し，輝石流紋岩非溶結火砕流堆積物からなる(横山， 1972).加久藤層群の上部には，水中

堆積した細粒の入戸火砕流の再堆積物が見られる

8.2.3中期 後期更新世の火山岩類
中期一後期更新世の火山岩類は，塔ノ坂安山岩， 雲仙火山，霧島火山からなる

塔ノ坂安山岩(約500ka，K-Ar:松本ほか，未公表)は，島原半島南部の輝石安山岩溶岩である

(倉沢・高橋， 1965)雲仙火山は500kaから活動を開始した活火山で，溶岩ドームの形成と崩壊によ

る火砕流発生を繰り返してきた火山である(トloshizumietα1.， 1999;星住ほか， 2002)島原半島南

端部に古期雲仙火山と新期雲仙火山の火山麓扇状地堆積物が分布する本図幅南東部の霧島火

山は多数の火山体の集合であり，本図幅地域内には，白鳥火山(約24~130ka)，黄寺島岩屑なだ
れ堆積物，飯森及び甑岳火山(約11~24ka)が分布する(井村・小林， 2001).夷守岳岩屑なだれ堆

積物は夷守岳北東山麓に分布する.飯森火山の北山麓には，溶岩流の前進によって傾動した加

久藤層群(京町層:荒牧， 1968)が見られる(町田ほか， 2001)

火山体の斜面や周辺地域には，磯，砂， i尼を主体とした土石流堆積物や巌錐などからなる火山
麓扇状地及び扇状地堆積物が見られる(宝田晋治・星住英夫・阪口圭一)

8.3.鮮新世一第四紀堆積岩類
8.3.1鮮新世一前期更新世堆積物(一部火山岩類，中期更新世堆積物を含む)
本図幅地域に分布する鮮新世一前期更新世水成堆積物は，主として実話。層，日乏津層群，人

吉層，鶴川内層・小原層で、ある下記に引用した文献を中心に，補足調査とフィッション・トラック

(FT)年代測定を行い，本図幅を編さんした.これらの堆積物と指交関係にある，あるいは被覆する

火山岩類の一部は，本項で記載した

大泊層は，図幅北西部の島原半島南端部に分布し，玄武岩溶岩と火山磯凝灰岩，角磯岩，砂岩，

f尼岩からなる淡水成の地層である(大塚ほか， 1995). 玄武岩溶岩から3.4~4 . 0MaのK-Ar年代測定

値が得られている(宇都ほか，未公表).口之津層鮮は島原湾周辺に分布する地層群であり，堆積物

の岩相と堆積年代の違いから本図幅では下部，中部，上部に3区分して示した F部は島原半島南
部の向小屋凝灰角磯岩，菖蒲閏安山岩と大矢野島に分布する大矢野層からなる向小屋凝灰角

磯岩は角閃石デイサイト火砕岩，菖蒲田安山岩は角閃石安山岩からなる目大矢野層(3.8Ma，3.2Ma， 

FT:渡辺， 1989)は，角閃石安山岩~デイサイト質の凝灰角磯岩などを主体とする(千藤ほか， 1980) 

中部は，大矢野島のi最高官層(千藤ほか， 1980)，天草下島北東部の佐伊津厨(大塚， 1970)，島原
半島南部の大屋層(大塚ほか，1995)で、淡水成の磯，砂，泥からなる.佐伊津層中の御領凝灰岩，

大屋層中の大屋凝灰岩(2.1土0.3Ma，FT 新出値)は，阿久根2火砕流堆積物に，また佐伊津層中

の更に下位の火砕流堆積物(益悶， 1983の大島火砕流;唯積物)は阿久根l火砕流堆積物にそれぞ

軒~比される(水野ほか， 2009) 上部は，島原半島南部に分布し，大屋層を不整合に覆う茄晶佐層，
西正寺j宵，北有馬層の一連の地層で，浅海成の地層を含む礁，砂及び泥からなる(大塚ほか， 1995)‘

北有馬j習中の火山灰層のFT年代が新たに0.83::!:O.13Maと求められた口之津層群上部には，安

山岩の溶岩・火砕岩からなる南串山火山岩類(大塚， 1966)があり，加津佐層などと指交関係にあると

見られる上原玄武岩，愛宕山玄武岩などは加津佐層などを不整合で覆うか貫入関係にある

人吉層は，人吉主主地に分布する淡水成の地層であり，火山岩起源の磯岩，火山磯凝灰岩，凝灰

質砂岩などを主体とする下部p泥岩P砂岩泥岩瓦層及びデイサイト凝灰岩からなる上部に区分され

，--- ーー ーー ー-T叩ーーーーーーーーーーー
'1 年代値はOggelal
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る盆地地下には，主として人吉層から構成される最

大600mに及ぶ地層が存在している(田村ほか， 1962; 

池田ほか， 1996).人吉層下部は盆地南西へ火山岩

類を主体とする宕相に変化してしくため，地質図で

は布計安山岩及び相当層として表現した人吉層下

部の舟戸凝灰宕音[1層から2.58::!:O.08Ma，人吉層上

部に挟まる山田凝灰岩2から2.72::!:O.25MaのK-Ar年

代が報告されている(鳥井ほか， 1999)しかし人吉層

上部の堆積年代については，鮮新世を示す植物化

石が産出していないことから前期更新世と推定した.

出水ー阿久根の丘陵地には，層厚50m以上の磯層

を主体とする地層が分布していて，鳥浜，加久藤など

の火砕流堆積物を挟み， 全体が中期更新世の堆積

物(小原層または東牧内層)と考えられていた(西山ほ

か， 1995; i筒塩・五十嵐， 1997).しかし1.7::!:O.3Maの
FT年代を示す火砕流推積物が一連と考えられた地

層(鶴川内層)中に見つかる(西山ほか， 2001)など，前

期更新世一中期更新世の様々な年代の地層が重な

ってしも可能性がある各主制冒の境界は明瞭ではなく，

本図幅で、はこれらの地層を小原層・鶴川内層と一括

して図示した

8.3.2段丘堆積物
本図l隔地域に分布する中期一後期更新世の段丘

堆積物を， 主として下記に示す文献と空中写真判読

に基づき，高{立，中位及ひも低位段丘地積物に区分した

第4図後期中新世以降の火山岩類，堆積岩類の層序対比

高位段丘堆積物は，小林，加久藤，鳥浜などの火

砕流機積物を挟み， 一般に段丘面が残されているが

開析の程度が大きい人吉盆地北部(池田ほか，

1996など)，八代南方の二見地域(二見砂磯層.渡辺・

村崎， 1988)，天草下島西岸(釜層大塚， 1970)が主

な分布地域である河川|成の磯層が主体であるが，

釜層には海成層が挟まれる(大塚，1970)



中位段丘堆積物は，本図幅では最終問氷期に堆積したものから，阿蘇-4火砕流堆積物を覆うが，

入戸火砕流堆積物より古い堆積物までとした人吉盆地や出水平野など各地に点在し，砂磯層を

主体とするが，海進期の浅海成堆積物には，島原半島南東部の大江層(渡辺， 1982)，天草下島北

東部の小串層(渡辺・益田， 1983)，阿久根地域沿岸部の折口段丘(西山ほか， 2001)などがある

低位段丘堆積物は，入戸火砕流堆積物堆積以降の主として河川成の堆積物で，出水平野や人

吉盆地内に大規模な扇状地性の磯層として発達している(西山ほか， 1995など).また図幅南部の大

口盆地や加久藤盆地では入戸火砕流堆積物堆積後の二次堆積物や火砕流を浸食した河川|段丘

構成層が分布している(長谷ほか， 1972など)

8.3.3沖積層及び埋立地・干拓地
沖積層は，本図中高では特に八代平野や出水平野，人吉盆地，加久藤盆地などに比較的広い分

布が見られる.八代平野では，沖積層の厚さは30m以内で，貝化石を含む海成層を挟んでいる(豊

原ほか， 1986など)海岸線に沿う浜堤や小規模な砂丘を構成する砂主体の地層は，沖積層とは別

に海浜及び砂正堆積物として図示した.干拓地は八代平野に広い分布があり，西暦1600年代から

昭和40年代にわたって広げられてきた(鏡町干拓史編纂委員会編， 2003など).埋立地は，八代平

下に未知の高密度岩体の存在が示唆される.重力異常の急変帯は，島原湾の南東岸に沿った地

域で見られ，別府ー島原地溝の南限で‘北北西に向かつて基盤が急傾斜で落ち込んでいるためと思

われる.天草下島の西部にも高重力異常が分布する長崎変成岩類の分布岐に対応するが，高重

力域の原因となる岩体は大規模に露出していない.本図幅地域で最も低い重力異常は，人吉盆地

の形状に沿って屈曲し，周囲との重力具常の差が15mGalを超える低重力異常域で、あるまた，小林

盆地，カ日久藤盆地，大口盆地に対応した低重力異常も見られ，このうち小林盆地，加久藤盆地につ

いては，この低重力異常とカルデラ噴出物の存在によってカルデ、ラであると考えられている.本図幅

で推定している阿久根カルデ、ラに対応する低重力異常は，南西側l半分のl佳域では認められるが，
海域には測点がないためにカルデラ構造に対応する重力異常の存在は確かめられない 一方，図

幅北東部，南西部の顕著な高重力異常が見られない地域で，局部的に3.0g/cm'以上の高い地殻

表層密度が推定されている.このことは，高密度岩体が地表近くに限定して分布するか，あるいは

重力の測点間隔に比して小規模な岩体であることを示唆している (村田泰章)

文献

野前)11河口域や水俣市街地沿岸部に比較的広い分布が見られる(水野清秀・星住英夫) 阿部一郎・鈴木英雄・磯上篤生・後藤寿幸 (1986)菱刈鉱山の地質と探鉱開発.鉱山地質， vo1.36， 

9.活断層

本図幅内に分布する主な活断層は，日奈久断層帯，出水断層帯及び人吉盆地断層帯である

日奈久断層帯は，北隣「熊本J図幅の範囲から本図幅内の八代平野及び八代海の東岸に沿って南

西方向に延び，南西端は八代海の南部にまで達する長大な活断層帯である右横ずれ成分を伴い，

南西部で、は小規模な地溝帯を形成している.活動履歴調査などが行われていて，完新世に最新活

動が認められている(熊本県， 1998;中国ほか， 2001;九州電力株式会社， 2008など)この断層帯雨

縁の南側lにあたる，水俣市街地南西沖から出水平野北方沖にかけての海域では，後期更新世以
降に活動し，累積変位のある東西ないし北東南西走向の多数の断層群が分布する(国土地理院，

1982， 1984;九州電力株式会社，2008).更に長島よりも南の海域にも北東一南西走向の断層が存在

する.これらの海域の断層は，九州電力株式会社(2008)が連続性のある断層としたものを本図幅で

は海域の活断層として，また連続性のある伏在断層としたものを海域の断層として表現した.出水断

層帯は出水平野の南東縁から，北東の山地内に延びる最新活動は完新世であり，平均活動間隔

は8千年程度と推定されている(鹿児島県， 2001など)人吉盆地断層帯は，人吉盆地北部の高位段

丘を変位させる断層と南縁に沿って分布する断層(千田， 2000)からなる.南縁断層に対してはトレ

ンチ調査が行われ，鬼界アカホヤ火山灰降灰(約7，300年前)以降に最新活動があったとされている

(産業技術総合研究所， 2006)出水平野の北東や北西，長島などの地域には，活断層の可能性が

あるリニアメントが複数存在する(岡田ほか， 1989)が，変位地形がそれほど明瞭ではなし、ことから，本

図幅で、は活断層とはしなかった(水野清秀)

10地下資源

[金属資源]本図幅の南部はいわゆる「北薩金銀鉱床区」の北端部にあたり，鮮新世から第四紀

の金銀鉱床が分布する(菱刈鉱山，大口(牛尾)鉱山，布計鉱山など)このうち日本最大の産金量を

持つ菱刈鉱山のみが稼行中で，非常な高品位(平均55g/t)，生成時期が約100万年前，若い温泉

を伴う，など顕著な特徴があり，推定埋蔵量は250tである(阿部ほか， 1986;岡田， 2004;池田， 1969). 

“秩父帯"のジュラ紀 前期白亜紀付加体のチャート中には層状またはレンズ状の菱マンガン，炭

酸7 ンガン等の鉱床が，また，その南方の“四万十帯"白亜紀付加体中には黄銅鉱，黄鉄鉱の層状

含銅硫化鉄鉱床が広く存在する(五木村役総合学術調査団， 1987;吉村， 1952， 1969;木下， 1961; 

堀越ほか， 1954).代表的な鉱山として長者鉱山・久連子鉱山(マンガン)，五木鉱山・深閏(岩屋)鉱

山(銅)があった.天草下島の白亜系及び古第三系や，人吉盆地南東部の古第三紀付加体に含ま

れる石英脈に輝安鉱鉱床が存在する(九州地方土木地質図編纂委員会編， 1986;金原， 1907) 

[非金属資源]天草下島北西部の天草陶石は日本最大の陶石資源で， 17世紀から砥石，有田

焼原料，碍子原料等として利用されている.これは白亜紀一古第三紀の姫浦層群，弥動層群，本

渡層群，坂瀬川層群に貫入した流紋岩が陶石化したもので，石英・絹雲母・カオリン等からなる.地

区全体の推定鉱量は2千万t以上である(演崎・須藤， 1999)また，本図幅には大規模な石灰石の鉱

床が分布し，主な地域・帰属・推定鉱量は八代市東部(竜峰山層群， 4.2億t)及び西部(目巴後変成岩

類， 0.8億t)，佐敷地区(前期ジュラ紀付加体， 5.1億t)，神瀬地区(後期ジュラ紀一前期白亜紀付加体，

28.2億t)，姫戸地区(肥後変成岩類， 1.7億t)である(熊本県商工水産部工鉱課， 1960).代表的な鉱

山として大築島鉱山(八代市西部， 1999年休止)，白石肥後鉱山(佐敷)，芦北鉱山(神瀬)，姫戸鉱山

(姫戸)がある八代市南部には蛇紋岩質の滑石鉱床(山王赤松鉱山)が，また宇城市松橋地区には

変成作用を被った超音鉄質岩中に直閃石及びアクチノ閃石からなる石綿の塊状鉱床(豊福鉱山な

のがあった(金原， 1907;伊原， 1922;日本鉱産誌編纂委員会， 1953;経済産業省原子力・安全

保安院鉱山保安課， 2006).伊佐市大口北西方にはハロイサイトを主とする粘土が分布する(藤井，

1962;山下ほか， 1997)これは流紋岩質凝灰岩を母岩とし，大口粘土・大口白土と呼ばれ製紙原料

等に利用された

[砕石・石材]八代市南東方の球磨川沿い(白亜紀中九州層群，物部川層群の砂岩)及び岡市

東方甲佐町の緑)1υ齢、(目巴後変成岩類)と美里町椿(氷)11トーナノレ岩と肥後深成岩類)，御所浦島(白

亜紀御所浦層群の砂岩)，宇土半島の三角周辺(三角石:三角火山岩類)などが砕石として採掘され

ている，これらは建築用骨材や路盤材等， 一部は港湾建設用石材として，熊本県内や近県で用い

られる(須藤， 2005).

[石炭]天草炭田(高井ほか， 1998)は熊本県宇土半島から天草諸島に分布し，主に本渡層群砥

石層中の炭層が採掘された.一部に良質な無煙炭を含む(魚貫炭鉱，牛深炭鉱等).木地域の推定

鉱量は1000万tで， 450万t程が採掘され，全て閉山した.

[i昆泉]本地域の温泉は，第四系が厚く堆積している人吉盆地の西端部，加久藤カルデ、ラ内の

えびの市周辺に特に密集して分布する.力日久藤カルデラ内の吉田(真幸)海泉は約80
0
Cの泉温で，

熱水変質帯を伴う.また日奈久断層自白し、にも中~低温の温泉が分布する.その他に後期中新世以

降の火山岩類の分布域にも中~低温の温泉が散在する(大野哲二・阪口圭一)

11重力異常

本図幅地域では，縮尺20万分のlの「鹿児島地域重力図j(村田ほか， 2004)が出版されており，

今回は閉じデータ・処理方法(村田ほか， 2007)を用いて編集を行った.天草諸島の西方海域，八代

海南部には重力測点がほとんど無いためE 同地域の重力異常の解釈には注意を要する鹿児島地

域重力図では，地形の起伏の影響を取り除く地形補正・ブーゲー補正を仮定密度2.3g/cm'で行っ

ていたが，本図においては仮定密度2.67g/cm'を用いて補正を行ったーこれは，本図幅の付加コン

プレックスや珪長質深成岩，更に付加コンプレックス中の玄武岩など密度の高い岩石で構成されて

いる山地が，密度の軽い火山地域よりも面積的に優勢なためである.付加コンプレックスや珪長質

深成岩が分布する地域の地殻表層密度は， 村田ほか(2007)において概ね2.6~2.7g/cm'の密度値

を持っと推定されており，更に付加コンプレックス中の玄武岩・変成岩が分布する地域は局部的に

3.0g/cm'以上の高密度が推定されている.

本図幅地域で最も高い重力異常を示すのは，天草上島の62mGalで、あり，その地点から大局的に

南東方向に徐々に重力異常が小さくなる傾向を示す天草上島の高重力異常は，上で述べた地殻

表層密度推定では高密度が示されておらず，表層の地質分布からは説明することが困難であり，地
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The Yatsushiro district is located in th巴westernpart of Kyushu Island. The geologic 

composition of pre-Miocene strata and rocks in the Yatsushiro district are di官官rent

between the northwest and southeast sides of the Usuki-Yatsushiro Tectonic Line 

(UYTL) and Hinagu Fault Zone 

The northwest side of the UYTL and Hinagu Fault Zone is underlain by the following 

rocks and strata: 1) the Ogase Gabbro correlated to Ordovician gabbro in the 卜~omo

Peninsular and Late Cretaceous high-pressure and lowーtemperaturemetamorphic 

complex of the Nagasaki Metamorphic Rocks in the western part of the district， 2) Late 
Cambrian Hikawa Tonalite subjected to intense mylonitization in Early Cretaceous 

time， Early to Middle Permian Ryuhozan Group， Late Triassic to Early Jurassic high 

pressure and low-temp日ratur巴 metamorphiccomplex of the Manotani Metamorphic 

Rocks; Early Cretaceous high-temperature and low-pressure metamorphic complex of 

Higo Metamorphic Rocks， and Early Cretac巴ousHigo Plutonic Rocks in the northern 

part of the district and 3) late Early to Late Cretaceous Goshonoura Group， Late 

Cretaceous Mifune Group， Late Cretaceous to Paleocene Himenoura Group and 
Eocene Miroku， Hondo and Sakasegawa Groups of forearc sediments. The Manotani 

Metamorphic Rocks are comparable to the Suo Metamorphic Rocks in Northern 

Kyushu. 

The southeast side of th巴UYTLand Hinagu Fault Zone is mainly underlain by 1) the 

Jurassic to Paleogene accretionary complexes and their overlapping strata of the 

Chichibu and Shimanto Terranes， 2) serpentinite complex composed of Silurian to Early 

Cretaceous strata， serpentinite melange with metamorphic and plutonic rocks， Jurassic 

Gokanosho Metamorphic Rocks and Late Permian accretionarγcomplex巴s.The Jurassic 

accretionary complexes are thrust over the serpentinite complex. The age of each 

accretionary complex becomes younger towards the apparent lower structural levels， 

and the thrusts between the each accretionary complex originally have a gentle dip 

northwest or are almost horizontal 

The Middle Miocene Shibi Granodiorite is distributed on the southern edge of the 

district， and its correlative granitic rocks are distributed on Amakusa Kamishima and 

the northern part of Amakusa Shimojima. The altered rhyolite dikes of Middle Miocene 

time are distributed on the western margin of Amakusa Shimojima and are quarried for 

potterγstone. 

The Late Miocene and Early Pliocene volcanic rocks are composed of Early-stage 

Hisatsu Volcanic Rocks， Hayasaki Basalt， and Misumi Volcanic Rocks. The Late 

Pliocene volcanic rocks consist of Nagashima Volcanic Rocks and Middle-stage Hisatsu 

Volcanic Rocks. The Quaternary volcanic rocks are composed of 1) Early Pleistoc巴ne

Otake Volcano and Late-stage Hisatsu Volcanic Rocks， 2) Middle to Late Pleistocene 

pyroclastic t10w deposits (Hiwaki， Kobayashi， Kakuto， Aso-1-4， Ata， and Ito) and 3) 

Middle to Late Pleistocene Tonosaka Andesite， Unzen and Kirishima Volcanoes. 
The Pliocene to Early Pleistocene sequence such as the Kuchinotsu Group and 

Hitoyoshi Formation is巴xposedaround the Shimabara Bay， on the southern coast of 

the Yatsushiro Sea and Hitoyoshi Basin. These sediments were mainly of t1uvial 

environment and occasionally accompanied with pyroclastic rocks. The t巴rracedeposits 

and alluvium are mainly distribut巴dalong the coastal plains and in the basins. The 

reclaimed lands hav巴 spreadto the northeast coast of th巴YatsushiroSea. There are 

three major active fault zones， named the Hinagu， Izumi and Hitoyoshi-bonchi fault 

zones in this district. The last rupture events occurred during Holocene. 

The main mine in this district is the Hishikari Mine in Kagoshima Prefecture. Hishikari 

Mine is a epithermal gold mine and has a very high ore grade averaging 55g/t Au and 

hot spring water. There are many hot springs in the Kakuto Caldera and Hitoyoshi 

Basin. Other hot springs are distributed along Cenozoic faults and in Neogene volcanic 

rocks 

The highest gravity anomaly with a value of 62mGal is located at Amakusa Kamishima 

and another high gravity anomaly exists at the eastern part of Amakusa Shimoshima 

High-density rocks are not found on the surface of these areas. The lowest gravity 

anomaly is located in the Hitoyoshi basin. This low gravity anomaly reveals the 

geological basement structure of the basin. Low gravity anomalies corresponding to the 

Kobayashi and Kakuto basins indicate that the basins are calderas. 
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